啓林館　新編数学Ⅱ（数Ⅱ００８）、新編数学Ｂ（数Ｂ００７）観点一覧
【内容の取扱い】

・内容の精選・重点化，個に応じた学習への工夫をしました。
　数学Ⅱは，単位数に比べて内容が多いので，線形計画法や常用対数などは本文で扱わないことにするなど内容を精選しました。

　数学Ｂでは，生徒の負担を考え，Σ計算や数学的帰納法は易しいものまでにとどめました。また，ベクトルについては確実な定着を図るためていねいに取り扱いました。

・身近な内容を取り上げ，生徒の興味や関心に対する配慮をしています。
　数学Ｂの４２ページのように，最初にいまから何を学ぶのかを具体的に書くようにしています。

・基礎力や応用力がつくように工夫しました。
　できるだけたくさんの基本的な例や例題を取り上げ，問はその上の例や例題と同じタイプの問題にするなどして基本が完璧にわかるようにしました。

　また，各章末に補充としてやや難しい内容を扱い応用力もつくようにしています。

・特定の事項・事柄を強調しすぎず，バランスよく扱うよう配慮しています。
　受験だけに役立つような知識は取り上げず，本当の数学の力がつくように考えて編集しています。

・生徒の自主的・自発的学習を促す適切な工夫をしています。
　数学Ⅱの４９～５０ページ（内分・外分），１００ページ（三角関数のグラフ），１２６ページ（指数の拡張），数学Ｂの４２～４３ページ（ベクトルの導入）のように説明は簡単にし，図でわかるようにしています。生徒が読んでわかる教科書にしました。

・教科および科目の目標を達するために必要な内容にしました。
　学習指導要領の内容をすべて取り上げました。

【単元の構成・配列および分量】

・学習が効果的に進められるよう配慮しました。
数学Ⅱでは，従来２つの章に分けていた微分法と積分法を合わせて１つの章としました。

　数学Ｂでも，平面ベクトルと空間ベクトルを合わせて１つの章としました。

　また，生徒が理解しやすいように，数学Ⅱの三角関数では最初に三角関数の性質を度数法で説明して定着を図り，弧度法は最後に扱うようにしました。

・自主的・自発的学習ができるように構成しました。
　節や小見出しをたくさん作り，何について学習しているかわかるようにしました。
・相互に関連をもち，系統的・発展的に構成しました。
　数学Ⅱでは，まず式の計算と証明から入ったのち，数学Ⅰで学習した２次方程式からさらに複素数へと発展させ，続いて図形と方程式，三角関数，指数・対数関数の順で扱い，最後は数学Ⅲとの関連で微分・積分としました。

・教育課程における単位数に照らして適切な分量にしました。
　１単位３０時間としても十分指導できる内容にしています。

・基本的な事柄については，反復練習ができるように工夫しました。
　本文で問，練習，節末で問題，章末で章末問題と基本的な問題を何度も解かせるようにしています。

・内容が網羅的・羅列的でなく精選しました。
　基本的な内容に多くのページを割くようにしました。

